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研究件名 びまん性肺疾患の検体を用いた探索的研究 

利用目的・利用方法 疾患の組織および血液等に含まれる因子を分析することで、疾患の成因の理

解を深め、医薬品開発へと応用する。具体的には、患者検体から得られる情

報に、患者の臨床情報および各種病態モデルの解析データを組み合わせ、新

規治療薬の開発を目的に創製された医薬品候補物質の臨床効果予測や、効

果が期待できる患者の層別化方法の開発を行う。 

利用する試料・情報 肺組織、血漿、検体に関する臨床情報 

試料・情報の入手先 岡山大学病院バイオバンク 

利用する者の範囲 杏林製薬株式会社 

試料・情報の管理責任者 創薬本部 わたらせ創薬センター長 安江徳太郎 

研究件名 鼻咽頭ぬぐい液を用いた前処理の検討 

利用目的・利用方法 先行研究にて採取した健常人の鼻咽頭ぬぐい液を用いて、PCR 検査前に行う

検体簡易前処理の試薬として最適な試薬組成・濃度・方法等を検討する。 

利用する試料・情報 鼻咽頭ぬぐい液 

試料・情報の入手先 杏林製薬株式会社 

利用する者の範囲 杏林製薬株式会社 

試料・情報の管理責任者 診断事業部長 高橋 正人 


